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G R E E N S P I R I T S

創立1 0 0周年に向かって

橋 本 博 幸
法人事務局長

しれません。然しながら、大正年間に島田裁縫伝習所とし
て、創立者島田依史子先生の強い信念の元で産声を上げ
た私ども文京学院が、戦前戦後の混乱期、高度成長期、更
にはバブル崩壊等々、様々な昭和・平成・令和の時代を
乗り越えて発展を続けていることの重みを改めて実感し
ているところです。
　この100周年にあたり、学院では様々な記念事業を計
画しております。１．島田依史子先生が創立時に何を思い、
どのような社会を目指していたのかをみんなで考えて社
会に発信すること、２．教育機関として100年にわたりご
縁をいただいた多くの関係者の皆様への感謝の意を表す
ること、３．100周年を新たなスタートと捉え、不透明な時
代だからこそ、今後の未来へどのように発展させていくの
か、チャレンジし続けることへの決意表明とすること、の3
点を目的として進めているものです。
　以上の想いを込めて、キャッチフレーズは「あなたと共

に未来を紡ぐ～Change,Challenge,Continuity～」
と定めました。
　単なる節目ではなく、100年の誇りを胸に、多くの卒
業生、諸先輩から、現役の園児・生徒・学生、そして教職
員全員等々、文京ファミリー全員による世代を超えた大
きな喜びの場、交流の場、新たな未来への発信の場とで
きるよう、精一杯努めてまいる所存です。
　そのためのメイン企画として島田依史子先生の『私の歩
んだ道』の一般書籍化及び映画化プロジェクトを進めてお
ります。映画につきましては「教育は人生を楽しくするも
の」をコンセプトにエンターテイメント性も備えたワクワク
する内容を目指し、劇場公開も予定しているところです。
　学院HPでも100周年記念サイトをオープンいたしまし
た。サイト内容もアップデートしていきますが、この学院紙
においても、どんどんその進捗をお知らせしていきますの
でご期待くださいませ。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　本年4月より、法人事務局長を拝命致しております橋
本と申します。どうぞ宜しくご指導の程、お願い申し上げ
ます。
　さて、ご高承の通り、来年2024年に学院創立100
周年を迎えます。よく企業の寿命は50年などと申しま
すが、100年存続となるとその確率は0.03%、即ち
10,000社に3社ということになります。教育機関と一
般事業法人とを同列に論じることは適当ではないかも

教室清掃を行った本校生徒と研修員

華道実習を体験する研修員たち 修了式での研修員と関係者研修員による自国紹介 シンポジウムで発表を行う生徒たち

　本学院は独立行政法人国際協力機構（以下、JICA）と2023年度課題別研修「全人的教育：日本の実践的なアプローチ」の受託契約を締結しました。
　本研修は、開発途上国から研修員として参加する教育省・地方教育機関の職員に対し、日本の学校現場における非認知能力を含めた児童生徒全体を育てる取り組みを学ぶ機会を提供し、
自国で全人的な枠組みから教育できるようなアクションプランの策定を支援することを目的としています。
　10月2日～6日、併設中学校・高等学校で、6か国（マレーシア・モンゴル・パレスチナ・エジプト・南アフリカ共和国・マダガスカル）からのJICA研修員6名の受け入れプログラム
が実施されました。朝礼やホームルームをはじめ、様々な科目の授業や茶道・華道を通じた礼法の実習、給食、部
活動などの視察、掃除（クラス、バレー部と早朝の学校周辺の掃除）も体験。また、探究や食育などの特別授業、キ
ャリア教育のワークショップも行われました。さらに、本校の教育提携校であるアオバジャパン・インターナショナル
スクールを訪問した際は、アフタースクールプログラムの見学にも参加しました。
　10月7日には、大学の本郷キャンパスにて、公開シンポジウム『日本の教育 何が諸外国の関心を惹くのか？』が開催
され、研修員による「日本の教育を参考にして自国の社会課題と向き合う」をテーマにした発表が行われました。また、
併設校生徒3名（中3）も、英語での挨拶と、「JICA研修員を受け入れて学んだこと」をテーマに発表を行いました。
　その後の期間では、本学併設幼稚園をはじめ、国内の保育園・幼稚園・小中学校などを訪問・視察し、10月13日、
再び本郷キャンパスにて、本研修の修了式が執り行われました。修了式当日は、研修員による最終発表と修了証書の授
与が行われ、約2週間にわたる日本での課題別研修が幕を閉じました。
　今回の研修員受け入れを通して、本校の教職員や生徒にとっても、日本（自校）の教育の良さを再認識する貴重な機
会となりました。

2023 JICA課題別研修の受託契約を締結
6か国からの研修員の受け入れ・シンポジウムを実施

学 院

　11月3日付けで内閣府より発令された令和5年秋の叙勲にて、本学保健医療技術学部で教授職、大学院保健医療科学研究科で委員長を務めている濵田悦子教授が「瑞宝
双光章（保健衛生功労）」を受章しました。
　叙勲は、春と秋の年2回行われており、国家又は公共に対し功労のあった方、社会の各分野において優れた
行いのあった方などを国が表彰する制度です。その中でも瑞宝章は、公務等に長年にわたり従事し、功績を
残した方に授与されるものです。
　濵田教授の専門は、臨床検査医学全般・血液疾患の検査医学的研究・血管内凝固亢進・臨床検査結果を応
用した各種病態メカニズムの解明で、長年、病院で臨床検査技師として従事し、現場での臨床検査技師の育成
及び浜松医科大学医学部附属病院での検査部臨床検査技師長として勤められた経験などが評価され、今回
の受章に至りました。
　濵田教授は、浜松医科大学医学部附属病院を退職後、前職での経験を生かして臨床現場に役立つ「臨床検査技
師」を教育現場で育てたいと、現在本学及び大学院にて、主に血液学・血液検査学・臨床検査医学の授業で教鞭
を執っています。血液疾患の検査医学的研究・血管内凝固亢進・臨床検査結果を応用した各種病態メカニズムの
解明および検査法の開発を主な研究テーマとしています。

濵田悦子教授が秋の叙勲にて「瑞宝双光章（保健衛生功労）」を受章大 学

濵田悦子
研究科委員長・教授コメント

前職における臨床検査技師経験が評
価され、大変光栄に思います。思えば
臨床検査が、用手法から自動化に移
行する時期に在職したことから、新規
検査法および検査機器の開発、技師
教育制度の構築、ISO 15189取得
などに加え、地域医療拠点としての責
務など、沢山の貴重な経験ができまし
た。本学では現場の知識と経験を後進
に伝えていきたいと思っています。

中高での受け入れプロ
グラム・シンポジウムで
の生徒発表内容などの
詳細はコチラ（中高HP） 4日目～シンポジウム1～3日目
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江の島フィールドワークでの集合写真 水墨画に挑戦する留学生 報告会で藤沢市の印象を語る留学生

圧巻の書道パフォーマンス

藤沢市役所での報告会にて

白旗神社で神輿を担ぐ留学生たち 藍染体験をする留学生

江の島でのキャンドル着火体験

藤沢市等との産官学国際連携教育プログラム
「GLOBAL BLUEHANDS PROJECT」を今年も実施

　東京理科大学主催（共催：同大学理窓会／後援：国立研究
開発法人科学技術振興機構 日本理化学協会）の「第14回 坊
っちゃん科学賞研究論文コンテスト(高校部門)」に、本校理数
キャリアコースの3年生７名が応募し、入賞～奨励賞まで各賞
を受賞しました。

　そのうち、入賞を果たしたサブリ ファティマ サキナハさん（3
梅）の研究は、特に優秀な研究として、「第14回坊っちゃん科学
賞作品集」に研究内容の要約の掲載が決定しました。
　本コンテストは、広義の自然科学(ほぼ全ての理系分野)に関
する研究を対象にしたもので、「中高校生の科学への興味・関心」
を高める方策として、東京理科大学が開催するコンテストです。
　今回、受賞した研究テーマと受賞内容は以下の通りです。

■ 入賞 「植物精油は蟻を忌避できるか」（作品集への掲載）
　　　 サブリ ファティマ サキナハ(3梅)
■ 佳作 「強く扇ぐと警告音の鳴る扇子の開発に向けて」
　　　 安藤楓恋(3梅)・齋藤珠実(3梅)
■ 佳作 「インターネット犯罪から子どもを守る一つの方法
　　　 ～ＡIを用いた手書き文字認識～」
　　　 石渡日菜(3梅)・工藤千佳(3梅)
■ 奨励賞 「油の種類によるアクロレイン濃度」
　　　　宮島莉嘉(3萩)
■ 奨励賞 「文化祭における教室内混雑緩和アプリの開発」
　　　　永野愛美(3梅)

　受賞した生徒たちは、授業中のみならず課外の時間も費やし、
特に熱心に研究活動を行ってきました。その研究の集大成がこ
の論文の作成で、日頃の努力が今回の受賞につながりました。
入賞した生徒から、以下のコメントが寄せられました。

東京理科大学の
研究論文コンテストで
本校生徒7名が受賞

高 校

　10月15日・16日の2日間、本学と協定を結ぶ神奈川県藤沢市等との連携により、今年で2回目となる国際連携
教育プログラム「GLOBAL BLUEHANDS PROJECT」が実施され、米国をはじめとする8か国の大学からの留学
生と本学学生の計47名が参加しました。
　今回は、昨年に引き続き、藤沢市在住で日本文化を新たな形で世界に発信している藍左師・守谷玲太氏（株式会社
アートモリヤ）ご協力のもと、藤沢市を舞台に、世界に誇れるサステナブルな伝統工芸「藍染」の体験に加え、水墨画や
お囃子、神輿体験、書道パフォーマンスの見学、さらに、藤沢市藤澤浮世絵館での浮世絵の鑑賞と刷り体験も実施され
ました。また、2日目に行われた江の島フィールドワークでは、「湘南キャンドル2023」イベントのキャンドル着火体験
にも参加し、夜の江の島を淡いキャンドルの光の海で彩りました。
　留学生たちは事前学習で藤沢市の歴史や観光並びに、藍・藍染めに関する基本知識を学び、現地フィールドワーク
を通して、日本の伝統工芸や美術・歴史についての理解を深めるとともに、日本文化を多角的な視点から学びました。
　また、11月13日、本プロジェクトの成果報告会が藤沢市役所にて実施されました。
　本プロジェクト終了後、留学生たちはそれぞれが感じた藤沢市の魅力や印象に残ったシーンなどを各自ショート動
画にまとめ、Instagram（bgu_globalbluehandsprojectアカウントなど）で共通のハッシュタグを付けて発信
してきました。
　報告会当日は、藤沢市の宮治正志副市長のほか藤沢市関係者に向けて、留学生19名が自ら制作・発信した動画を
披露し、そこに込めた想いやメッセージを一人ひとり日本語で発表しました。
　さらに、人間学部心理学科の小林剛史教授が、留学生に対して行ったアンケートを定量的に分析し、本プロジェクト体
験後のサステナビリティ意識への影響や心理的変化などの面から本プログラムの成果と考察の報告も行われました。
　今後も本学は藤沢市との連携を維持・強化し、様々なプログラムを展開していきます。

大 学

＊＊＊ 生徒コメント ＊＊＊

　「坊ちゃん科学賞で入賞できて、とても
嬉しい気持ちでいっぱいです。この研究を
進める中で、一緒に試行錯誤し、そして私
を指導してくださった内藤先生に心から
感謝申し上げます。本当にありがとうござ
いました」

サブリ ファティマ サキナハ（3梅）

英 語 ス ピ ー チ コ ン テ スト
P h o t o  G a l l e r y

高 校

　11月8日、「第51回英語スピーチコンテスト」が駒込キャンパスジャ
シーホールで開催されました。
　清水直樹校長の開会挨拶後、生徒会長中西美釉さん（2萩）が英語で
堂々とした開会宣言を行いました。司会は、高校2年生国際教養Sクラス
に在籍する河原和香さん（2桜）、クシュキリ エレナさん（2桜）、佐野ひ
なねさん（2桜）が務めました。中高の学監でもある恒吉僚子グローバ
ル担当副学長・教授をはじめ、多くの観客を前にして緊張した雰囲気の
中、暗唱部門6名、スピーチ部門7名が素晴らしい発表を披露しました。審
査員は、アオバジャパン・インターナショナルスクール文京キャンパス校長
Mr. Damian Rentoule、セント・ジョンズ大学教授Ms. Betsy Johnson、
本校講師Mr. Allan Nisbetが務め、審査の結果、右の生徒が入賞しまし
た（敬称略）。

　鈴木さんは、学院創立90周年を記念して創設された、全てのコンテスト出場者の中で最も優れた発表をし
た生徒に贈られる「島田賞」も受賞。1位～3位入賞者に清水校長から賞状と楯が授与され、スピーチ部門1
位の鈴木さんには、恒吉学監より「島田賞」のトロフィが贈られました。表彰の後、3人の審査員より今回の経
験の大きさを語る講評があり、恒吉学監からの生徒を讃える挨拶で白熱した大会は終了しました。

○○○○○○○○

英語スピーチコンテスト開催
【暗唱部門】

１位 須藤恵都（1藤）
２位 髙橋瑠香（1萩）
３位 加藤聖絢（1檜）
【スピーチ部門】

１位 鈴木優佳（2桜）
２位 嶋田弥奈（2藤）
３位 杉谷紗永（2杉）

【島田賞】
鈴木優佳（2桜）
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